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 団地の作りは、三部屋並んで南向きになっているので、バルコニーはかなり広い。妻は、

そこで 30 鉢ばかりの木々と花々を育てている。クリスマスホリーが赤い実をつける冬に

は、ヒヨドリが毎日来てついばみ、 1 カ月ほどで、実は無くなる。メジロは必ずつがいで

来て、枝についた虫をついばむ。蜂や蝶も飛んで来て、花の蜜を楽しんでいる。小さな植

栽なのに、餌を求めて、動物たちがやってくる。前庭には、大きなケヤキが 2 本あり、今

は鮮やかな新緑の時で、疲れた目を休ませてくれる。また桜の大木が数本ある。桜は満を

持して、蕾にエネルギーを貯め、開花を待ち、チラホラ咲き始め、絢爛な満開、そして、

花吹雪、葉桜になるまで満喫できる。木々には、カラスを始め、名も知らない色々な鳥た

ちが来る。そして、木の皮を食べるタイワンリスが木々の枝を飛び回っている。わが家に

訪ねてくださる方は「森の中にいるみたい」と言われる。  

 バルコニーの鉢の半分は、バラである。妻はバラが好きで、苗木を求めては、育ててい

る。バラの香りに誘われて、朝は水やりを欠かさず、害虫駆除、肥料やりと手は離せない。

バラは「四季咲き」らしく、季節を超えて咲いているが、私は、バラは初夏の花だと思っ

ている。今年の 5 月も、御覧の通り、見事に咲いた。時代は、悪いニュースばかりである

が、草木は、人間どもの悪行に関わりなく、自分に与えられた環境で、無心に美しく自己

表現している。その見事さに癒される。  


